
令和 5 年度様式 

事事  業業  報報  告告  書書  

１ 支 援 団 体 名 江北町ウクレレサークル 

２ 事 業 名 称 江北町地域防災力向上事業 

３ 実 施 日 時 令和 5 年 10 月 28 日、11 月 19 日 

４ 実 施 場 所 佐賀県江北町「みんなの公園」、白木パノラマ公園 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

住民の防災力向上を目的に、誰もが気軽に防災に触れられるイベントを目指し、 

防災グッズ、アウトドア用品の展示、防災ワークショップを取り入れた。 

防災講話「平時から災害に備えよう」では、町と水路管理者が連携して行う内水

氾濫を防ぐための取組みであるため池の事前落水の紹介、災害時の情報収集

方法、避難の考え方を確認した。 

「カセットコンロを備えよう」では、災害時にカセットコンロがあることで温かい食事

の作り方を確認しながら、避難中の緊張感を温かい食事や飲み物がほぐしてくれ

ることを共有した。 

「防災デイキャンプ」では、カセットコンロで簡単にできるアウトドアご飯で子供から

大人まで楽しめるイベントを行い、参加者は防災を学びながら楽しんでいた。 

（事業実施効果） 

イベント自体は約６００人の参加があり、防災ブースには 60 名の予約者の他、約

300 名の方が見学されていた。平時に防災を考えるきっかけ作りを目的として計

画したイベントだが、今回もたくさんの方が防災に触れてくれたと感じている。 

引き続き、防災要素を取り入れたイベント行い、来場者に楽しく防災と触れ合うた

めの工夫を考えていきたい。 

６ 参 加 内 訳 

総人数 600 名 

（１）主催者参加 1 名 

（２）日本人参加（（１）を除く） 550 名 

（３）外国人参加（（１）を除く） 50 名 

７ 今 後 の 方 針 

マルシェや音楽イベントに防災の要素を取り入れたイベントは、毎年恒例にして

いきたい。 

避難行動と共通点の多いキャンプイベントも継続していきたい。 
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令和 5 年度様式 

防災講話 防災グッズの展示等 

防災グッズ展示等 ステージイベント風景(音楽)

ステージイベント風景（ダンス） 防災 DAY キャンプ風景 
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